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１

令

和

元

年

度

を

迎

え

て

令
和
元
年
と

会
は
新
入
会
員

四

一
名
を
迎
え
、

総
会
員
七
一
九
名
の
組
織
と
な
っ
た
。

県
下
最
大
の
支
部
で
あ
る
。
各
班
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
本
会
の
活
性
化
が
図
ら

れ
た
。
更
に
本
年
度
か
ら
「
新
入
会
員
の

集
い
」
を
新
規
事
業
と
し
て
企
画
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
埼
玉
県
退
職
校

長
会
定
期
総
会
が
入
間
支
部
担
当
と
し

県
本
部
、
会
員
か
ら
も
多
大
な
評
価
を

い
た
だ
き
、
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

さ
て
、
令
和
の
新
時
代
を
迎
え
て
、

平
成
の
時
代
を
振
り
返
る
と
、
教
育
等

を
取
り
巻
く
情
勢
は
い
か
が
な
も
の
で

会
長

井
上
　
　

清

あ
っ
た
か
、
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
で

あ
る
が
、
少
子
化
の
現
実
は
、
近
所
に

小
・
中
学
生
を
見
な
く
な
っ
た
。
集
団

で
の
遊
び
も
な
く
な
り
、
ス
マ
ホ
と
と

も
に
明
け
暮
れ
る
姿
を
目
に
す
る
。

新
教
育
課
程
の
実
施
も
近
い
が
、
個

を
生
か
す
教
育
は
新
し
い
時
代
に
必
要

に
な
る
の
だ
ろ
う
。
平
成
の
時
代
ま
で

に
培
わ
れ
た
「
公
徳
心
」
は
、
小
学
校

時
代
の
教
育
の
底
辺
に
あ
っ
た
と
み
る

が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
平
成
時
代

は
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
た
時
代
で

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
よ
く
目
に
し
た
。「
自
発
的
無
償
行

為
」
と
解
説
し
て
い
た
記
事
が
あ
っ
た
。

更
に
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
の
課
題

で
あ
る
。
お
盆
な
ど
に
「
学
校
閉
庁
日
」

を
設
け
て
い
る
公
立
小
中
学
校
が
六
割

あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

わ
れ
わ
れ
退
職
校
長
も
、
地
域
の
学

校
と
連
携
を
も
っ
て
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。
更
に
、
政
治
・
経
済
・

医
療
・
年
金
・
福
祉
・
子
ど
も
の
虐
待

な
ど
深
刻
な
問
題
等
に
関
心
を
持
ち
、

私
た
ち
も
社
会
の
変
化
を
注
視
し
た
い
。

新

時

代

の

教

育

と

縁

に

つ

い

て

人
同
地
区
小
学
校
長
会
会
長
　
宮
崎

時
は
令
和
と

な
り
、
小
学
校

で
は
、
新
学
習

後
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
各
学
校
で
は
、

そ
の
準
備
に
向
け
て
、
様
々
な
取
り
組

み
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
柳
生
家
家
訓
に
は
、
「
小
才

は
、
縁
に
出
会
っ
て
縁
に
気
付
か
ず
、

厚

中
才
は
、
縁
に
気
付

い
て
縁
を
生
か
さ

ず
、
大
才
は
、
袖
す
り
合
う
た
縁
を
も

生
か
す
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。

縁
と
は
、
大
と
大
と
の
つ
な
が
り
、

関
係
を
表
し
ま
す
。
縁
を
生

か
す
た
め

に
は
、
大
と
人
の
か
か
わ
り
を
ど
の
よ

う
に
す
る
か
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
で
は
、
Ａ
Ｉ
　（
人
工

知
能
）

が
活
躍
す

る
時
代
と
な
っ
て
い

ま
す

。
こ
の
Ａ
Ｉ
の
登
場
に
よ
っ
て
、

ま
す
ま
す
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

が
希
薄
に
な
る
の
で

は
な
い
か

と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
申
、
主
体
的

・
対
話
的

で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改

善
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
特

に
、
対
話
的
な
学
び
は
、
友
達
や
教
師

と
話
し
合
い
、
学
び
合
う
申
で
人
間
関

係

も
磨
か
れ
て

い
き
ま
す
。

中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
、
対
話
的

な
学
び
と
は
、
「
子
供
同
士
の
協
働
、

教
職
員
や
地
域

の
人
と
の
対
話
、
先
哲

の
考
え
を
手
掛
か
り
に
考
え
る
こ
と
等

を
通
じ
、
自
己
の
考
え
を
広
げ
深
め
る

学
び
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
対
話
的
な
学
び
を
実
現

し
て

い
く
た
め
に
は
、
協
働

や
対
話
、

先
哲
の
考
え
な
ど
、
人
と
人
と
の
か
か

わ
り
、
縁

が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Ａ
Ｉ

が
ま
す
ま
す
活
躍
す

る
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
「
袖
す
り
合

う
た
縁
」
を
生

か
し
、
人
と
人
と
の
絆
を
強
め
、
縁
で

結
ば
れ
た
教
育
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と

な
る
で
し
ょ
う
。

結
び
に
、
入
間
地
区

校
長
会
は
、
人

間
地
区
退
職
校
長
会
の
諸
先
輩
方
と
の

縁
を
生
か
し
な
が
ら
、
令
和
の
時
代
も

発
展
し
続
け
て

い
き
ま
す
。
今
後
と
も

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
川
越
市
立
新
宿
小
学
校
）
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令
和
元
年
度
の
定
期
総
会
は
、
改
元

に
伴
う
大
型
連
休
の
後
、
川
越
の
地
で

粛
々
と
行
わ
れ
た
。

会
員
の
出
席
は
各
地
区
か
ら
の
代
議

員
が
九
〇
名
。
来
賓
と
し
て
、
西
部
教

育
事
務
所
長
浅
沼
俊
英
氏
、
川
越
市
教

育
委
員
会
教
育
長
代
理
中
野
浩
義
氏
、

県
退
職
校
長
会
会
長
石
田
孝
作
氏
、
入

同
地
区
小
学
校
長
会
会
長
宮
崎
厚
氏
・

同
中
学
校
長
会
会
長
小
林
一
康
氏
の
ご

臨
席
を
い
た
だ
い
た
。

国
歌
斉
唱
後
、
平
成
最
後
の
年
に
亡

く
な
ら
れ
た
二
〇
名
の
方
に
黙
祷
を
捧

げ
た
。

は
じ
め
に
、
今
年
度
七
一
九
名
の
会

員
を
擁
す
る
入
間
地
区
退
職
校
長
会
井

上
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

会
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
新
会
員

の
加
入
が
必
須
と
な
る
。
新
規
事
業
と

し
て
、
新
入
会
員
の
集
い
を
企
画
、
退

職
後
も
現
職
と
変
わ
ら
ぬ
多
忙
な
日
々

を
送
る
退
職
一
年
目
の
会
員
と
の
交
流

の
場
を
積
極
的
に
活
用
し
て
欲
し
い
。

ま
た
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
作
り

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
現
場
の
校
長
と

の
交
流
も
一
層
深
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
力
強
い
言
葉
が
あ
っ
た
。

続
い
て
新
会
員
の
紹
介
で
は
、
新
入

会
員
四
一
名
の
代
表
と
し
て
、
鈴
木
朗

氏
の
新
風
到
来
を
思
わ
せ
る
挨
拶
が
あ

っ
た
。

総
会
の
議
事
進
行
に
つ
い
て
は
、
川

越
班
の
嶋
崎
、
秋
山
両
氏
が
恙
な
く
勤

め
、
議
事
一
切
を
総
会
要
項
の
原
案
通

り
に
す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

第
四
号
議
案
、
役
員
選
出
の
件
で
は
、

阿
部
芳
昭
選
考
委
員
長
か
ら
小
林
誠
副

会
長
の
退
任
、
鈴
木
文
治
副
会
長
の
急

逝
に
伴
い
、
新
副
会
長
と
し
て
比
留
間

英
雄
氏
、
大
川
戸
浩
氏
が
選
出
さ
れ
、

拍
手
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
浅
沼
俊
英
所
長
、

中
野
浩
義
学
校
教
育
部
長
か
ら
県
や
管

内
及
び
川
越
市
の
施
策
や
教
育
課
題
、

ま
た
、
そ
の
対
応
策
等
の
話
を
伺
い
研

修
の
機
会
を
得
た
。
石
田
孝
作
県
会
長

か
ら
は
、
新
会
員
一
九
〇
名
を
迎
え
、

県
内
の
総
会
員
数
は
三
七
四
八
名
と
な

り
、
会
員
名
簿
を
作
成
す
る
予
定
と
の

こ
と
。
さ
ら
に
、
県
退
職
校
長
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
案
内
も
あ
っ
た
。

終
盤
に
、
埼
玉
県
歌
を
高
ら
か
に
斉

唱
し
、
令
和
元
年
度
の
定
期
総
会
が
終

了
し
た
。

総
会
後
の
新
会
員
歓
迎
会
、
懇
親
会

は
、
川
越
市
長
、
川
合
善
明
氏
の
ご
臨

席
を
得
て
、
総
勢
七
六
名
の
賑
や
か
な

会
と
な
っ
た
。
担
当
班
の
吉
武
覚
氏
の

歓
迎
の
こ
と
ば
を
皮
切
り
に
会
場
は
、

一
気
に
文
化
交
流
の
輪
へ
と
広
が
っ
た
。

各
地
区
の
活
動
の
様
子
、
趣
味
等
々
の

話
題
は
尽
き
ず
、
さ
わ
や
か
な
余
韻
を

残
し
、
和
や
か
な
う
ち
に
懇
親
会
は
閉

じ
ら
れ
た
。
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こそで
１
１
』

国

定

公

園

南

房

総

の

旅
ｉ…し 捧丿 （ ……………… …………… … … … ……… ……………………… … … ｜軸 哨ｴこ垂 ｜[

７／２(火)| 本川越･川越(関越道･海ほたる)→富津金谷IC →浜金谷港(昼食)→日本寺大仏(見学)

富津金谷･富浦IC →崖観音(見学)→勝浦温泉｢ホテル三日月｣ 泊

道の港まるたけ(買物)→ 野島埼灯台(見学)→ 漁師料理たてやま(昼食)

那占観音(見学)→館山道･アクアライン→海はたる･首都高･関越道→川越･本川越

研

修

・

親

善

旅

行

に

初

め

て

参

加

し

て
　

所
沢

青
木

章
次
　

梅
雨
本
格
的
な
七
月
二
日
、
私
た
ち
　
　

訪
れ
た
。
船
形
山
の
中
腹
に
浮
か
ぶ
朱

の
バ
ス
は
各
班
か
ら
の
参
加
者
二
六
人
　
　
塗
り
の
観
音
堂
で
、
地
元
住
民
の
篤
い

を
乗
せ
、
七
時
半
に
川
越
を
出
発
し
た
。

目
的
地
は
千
葉
館
山
・
勝
浦
方
面
。

初
め
て
の
参
加
だ
っ
た
の
で
様
子
が

分
か
ら
ず
不
安
も
あ
っ
た
が
、
バ
ス
の

中
で
は
、
自
己
紹
介
や
ク
イ
ズ
等
の
和

や
か
な
時
間
も
あ
り
直
ぐ
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
た
。
昼
食
場
所
は
東
京
湾
を
臨

む
浜
金
谷
。
空
も
明
る
く
な
っ
て
き
た
。

午
後
は
ま
ず
鋸
山
の
日
本
寺
に
あ
る

大
仏
を
訪
れ
た
。
高
さ
三
一
メ
ー
ト
ル

の
石
像
で
堂
々
た
る
姿
で
あ
っ
た
。
次

は
館
山
市
に
移
り
、
大
福
寺
崖
観
音
を

信
仰
心
を
感
じ
た
。

宿
泊
地
で
あ
る
勝
浦
三
日
月
ホ
テ
ル

に
は
三
時
過
ぎ
に
到
着
し
た
。
懇
親
会

で
は
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
、
「
蛍
」

と
「
夏
は
来
ぬ
」
の
叙
情
歌
を
全
員
で

歌
う
時
間
も
あ
り
、
会
員
相
互
の
親
睦

が
深
ま
っ
た
。

部
屋
に
戻
り
海
を
見
る
と
、
夜
空
に

星
が
輝
い
て
い
た
。
今
回
は
県
退
職
校

長
会
総
会
を
オ
ー
ル
入
間
で
担
当
し
た

直
後
の
旅
行
で
あ
っ
た
の
で
、
さ
ら
に

会
員
相
互
の
絆
が
強
ま
っ
た
と
感
じ
た
。

・

・

・

・

命

母

ｅ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

甲

参

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ｅ

参
・

・

・

・

・

・

・

・

・

ゆ

・

・

野

島

埼

灯

台

と

那

古

観

音

の

旅

昨
晩
の
和
や
か
な
宴
会
の
余
韻
が
残

る
中
、
二
日
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

最
初
の
訪
問
地
で
あ
る
野
島
埼
灯
台

に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
バ
ス
の
中
で

は
、
各
班
か
ら
活
動
の
発
表
が
あ
っ
た
。

地
域
に
開
か
れ
た
活
動
や
他
団
体
と
連

携
し
た
活
動
、
恒
例
の
行
事
と
し
て
継

続
し
て
い
る
活
動
な
ど
、
多
く
の
事
例

が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
時
ば
か
り
は
談

笑
は
消
え
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
各
発

表
に
大
き
な
拍
手
を
送
る
姿
が
見
ら
れ

た
。
ま
さ
に
、
研
修
旅
行
の
名
に
ふ
さ

わ
し
い
発
表
会
で
あ
っ
た
。

発
表
会
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
野
島
埼

越
生
　

原
　
　

邦
宏

灯
台
に
到
着
し
た
。
こ
の
灯
台
は
、
房

総
半
島
の
最
南
端
に
立
つ
八
角
形
の
美

し
い
灯
台
で
あ
る
。
塔
に
登
る
と
、
太

平
洋
の
大
パ
ノ
ラ
マ
に
目
を
奪
わ
れ
た
。

館
山
市
内
で
海
鮮
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
、
那
古
観
音
に
向
か
っ
た
。
那
古
観

音
は
、
境
内
に
多
宝
塔
や
阿
弥
陀
堂
な

ど
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
が
多
く
、

坂
東
三
十
三
観
音
の
結
願
所
に
ふ
さ
わ

し
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

安
全
運
転
に
徹
し
た
運
転
手
さ
ん
、

話
術
の
素
晴
ら
し
い
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん

に
感
謝
し
、
二
日
間
の
楽
し
い
旅
を
終

え
た
。
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会
　
　
員
　
　
の
　
　
声

鮎
釣
り
に
魅
せ
ら
れ
て

入
間
東
部
　
島
崎
利
雄

私
か
子
ど
も
の
頃
は
、
秩
父
市
内
の

荒
川
で
（

ヤ
・
ヤ
マ
ベ
な
ど
の
魚
釣
り

に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

退
職
し
て
十
年
。
近
年
は
、
健
康
に

気
を
付
け
な
が
ら
老
い
て
ゆ
く
身
体
に

気
合
い
を
入
れ
、
大
好
き
な
鮎
釣
り
を

し
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
今
か
ら

三
十
数
年
前
、
越
生
町
教
育
委
員
会
に

勤
務
し
て
い
た
時
に
、
鮎
釣
り
名
人
に

出
会
い
魅
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

鮎
の
友
釣
り
は
循
環
の
釣
り
と
言
わ

れ
、
釣
れ
な
い
と
切
な
い
ほ
ど
悲
し
く
、

掛
か
り
ア
ユ
と
の
格
闘
に
打
ち
勝
ち
釣

り
上
げ
た
時
に
は
心
を
震
わ
せ
る
感
動

が
得
ら
れ
ま
す
。

今
年
も
富
山
・
新
潟
・
長
野
県
等
に

釣
行
し
て
、
森
昌
子
が
歌
う
「
悲
し
み

本
線
日
本
海
」
が
「
喜
び
河
川
日
本
海
」

に
な
れ
ば
「
至
福
の
喜
び
」
で
す
。

「
鮎
釣
り
に
魅
せ
ら
れ
た
」
島
崎
の
夏

は
ま
だ
ま
だ
元
気
で
あ
る
！
。

素

晴
ら
し

い
人

達
と
の

出
会

い

川
越
　
斉
木
侃
一

こ
の
三
月
定
年
を
迎
え
、
校
長
職
を

無
事
に
退
く
こ
と
と
な
っ
た
。
教
師
の

道
を
選
ん
だ
の
は
、
偶
然
、
尊
敬

す
べ

き
魅
力
あ

る
大
人

が
中
学
校
の
恩

師
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

幸
運
に
も
、
新
任
教
員
と
し
て
赴
任

し
た
川
越
市
立
寺
尾
中
学
校
一
年
目
の

学
年
主
任
が
新
井
孝
次
先
生
、
二
年
目

以
降
は
矢
島
秀
一
先
生
と
い
う
、
そ
の

後
の
教
師
と
し
て
の
生
き
方
を
決
定
づ

け
て
い
た
だ
け
る
先
輩
や
、
切
磋
琢
磨

し
一
生
の
友
と
な
っ
た
同
僚
の
先
生
方

と
の
出
会

い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今

の
自
分
が
あ
る
と
言
え
る
。
教
職
を
生

き
が
い
と
し
、
常
に
目

の
前
の
子
ど
も

の
事
を
考
え
、
真
剣
に
向
き
合

っ
た
日

々
は
、
立
場
が
変
わ
っ
て
も
不
変
で
あ

っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
少
し
で
も
子
ど
も
や

学
校
の
役
に
立
つ
こ
と
を
、
身
の
丈
に

合
っ
た
形
で
や
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
う
、

「
合
気
道
」
を
楽
し
む

日
高
　
加
藤
孝
義

「
合
気
道
」
は
、
相
手
の
力
を
利
用

し
て
身
を
守
る
護
身
術
で
す
。

平
成
十
三
年
大
阪
教
育
大
付
属
池
田

小
で
外
部
か
ら
の
侵
入
者
に
よ

る
殺
傷

事
件

が
起
き
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ

た
校
内
で
の
防
犯
研
修
会
の
際
に
、
以

卜

前
か
ら
稽
古
し
て

い
た
合
気
道
が
役
に

立
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

退
職
し
た
現
在
は
、
週
二
回
五
十
数

名
の
会
員
と
共
に
汗
を
流
し
稽
古
に
励

ん
で

い
ま
す

。
私
の
属
す
る
日
高
市
合

気
道
会
は
、
会
員
の
半
数
は
小
・
中
学

生
で
、
子
ど
も
達
と
の
稽
古
は
一
時
間
、

そ
の
後
一
般
会
員
と
一
時
間
半
。
生
気

み
な
ぎ
る
子
ど
も
達
と
の
稽
古
は
、
自

然
と
熱

が
入
り
ま
す
。

〈
無
理
な
く
安
全
に
〉
　〈
わ
か
り
や

す
く
お
も
し
ろ
く
〉
を
合

い
言
葉
に
、

心
身

の
健
康
維
持
の
た
め
の
稽
古
を
、

子

ど
も
達
と
共
に
楽
し
ん
で
い
る
今
日

こ

の
頃
で
す

。

地
域
・
自
然
の
中
で

飯
能

岡
村
光
章

地
域
の
住
民
と
し
て
、
自
治
会
役
員

を
四
年
、
菩
提
寺
総
代
を
十
年
、
神
社

の
役
員
を
二
年
引
き
受
け
ま
し
た
。
在

任
中
は
、
地
域
の
諸
先
輩
か
ら
温
か
い

激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で

無
事
に
任
期
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
、

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
、
多
少
な
り
と

も
貢
献
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

役
職
を
退
い
た
今
は
、
飯
能
市
の
山

間
部
で
四
季
の
変
化
を
肌
で
感
じ
な
が

ら
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
春
は
ワ
ラ
ビ
、
ミ
ツ
バ
採
り
、

夏
は
著
荷
、
秋
は
柚
子
を
収
穫
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
鹿
の
食

害
に
よ
り
、
山
菜
等
が
大
幅
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
、
市
担
当
者
の

補
助
と
し
て
、
散
歩
を
兼
ね
た
鹿
の
捕

獲
罠
の
巡
視
を
日
課
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
健
康
に
留
意
し
、
地
域
の

発
展
と
豊
か
な
自
然
の
保
護
に
、
微
力

な
が
ら
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

″（

）`
Ｈ

Ｒ

“

所
沢
　
古
山
和
見

初
任
者
指
導
教
員
と
し
て
半
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
最
近
気
づ
い
た

。Ｓ
Ｈ
Ｒ

‘

を
お
話
し
ま
す
。

一
つ
目
の

。
Ｓ

‘
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
、

「
び
っ
く
り
」
で
す
。
新
任
の
先
生
は

ど
な
た
も
力
が
あ
り
ま
す
。
学
級
経
営

力
、
授
業
力
等
「
び
っ
く
り
」
で
す
。

二

つ
目
の

。
Ｈ

‘
は
（

ツ
ピ
ー
、

「
う
れ
し
い
」
で
す
。
同
僚
が
昇
進
し

た
り
、
新
し
い
職
に
つ
い
た
り
す
る
よ

う
な
姿
に
出
会
う
と
き
、
と
て
も

Ｔ
つ

れ
し
い
」
で
す
。

三
つ
目
の

。
Ｒ

‘
は
リ
セ
ッ
ト
、

「
や
り
直
す
」
で
す
。
こ
の
頃
、
で
き

な
い
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
で

も
、
何
度
で
も
挑
戦
し
や
り
直
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

時
代
は
移
り
変
わ
っ
て
も
、
人
を
信

じ
、
人
を
頼
り
生
き
て
い
く
こ
と
に
し

ま
す
。
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習
い
事
を
楽
し
む

入
間
　
近
藤
ま
す
子

退
職
し
て
七
年

が
経
ち
ま
す
。
四
年

間
拠
点
校
指
導
教
員
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
今
は
職
を
離
れ
自
分
の
時
間
を
楽

し
み
な
が
ら
の
ん
び
り
暮
ら
し
て

い
ま

す
。体

力
、
筋
力

が
衰
え
な
い
よ
う
愛
犬

と
の
散
歩
を
日
課
と
し
、
週
三
日
程
体

操
教
室
に
通
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
断
し
て

い
た
お
茶
の
稽
古

に
通

い
始
め
お
茶
の
世
界
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
稽
古
場
で
の
異
年
齢
の
人
だ

ち
と
の
交
流
や
茶
室
の
掛
物
、
茶
花
、

数
々
の
茶
道
具
の
事
等
、
見
た
り
聞

い

た
り
教
わ

っ
た
り
す
る
全
て
の
事
が
新

鮮
で
す
。
一
つ
一
つ
の
所
作
に
も
意
味

が
あ
り
、
無
駄
な
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
成
程
、
そ
う
な
ん
だ
。
」
と
感
心
し
た

り
納
得
し
た
り
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
茶
道
を
通
し
人
と
の
触

れ
合

い
を
大
切
に
し
、
見
聞
を
広
め
自

分
磨
き
に
努
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

明
日
は
お
稽
古
の
日
、
楽
し
み
で
す
。

不
思
議
を
噛
み
し
め
な
が
ら

狭
山
　
日
吉
一
博

私
は
健
康
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

日
課
と
し
て
い
る
。
永
六
輔
氏
の
名
言

「
街

の
横
町
を
曲

が
れ
ば
も
う
旅
で
す
。
」

の
と
お
り
、
そ
れ
ま
で
は
車
で
通
過
し

て
い
た
だ
け
の
道
が
、
歩
け
ば
何
故
か

初
め
て
の
道
の
よ
う
で
些
細
な
発
見
も

大
き
な
発
見
に
思
え
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
「
旅
」
を
続
け
て

い
た
。

そ
ん
な
時
、
今
年

の
元
旦
に
緊
急
入

院
を
し
た
。
狭
心
症
と
診
断
さ
れ
た
が

早

い
処
置
で
心
臓
に

ダ
メ
ー
ジ
も
な
く

退
院
し
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う

に
生
活

し
て
い
る
。
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら

死
ん
で

い
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
自
分

が
、
今
生
き
て
い
る
こ
と

が
本
当
に
不

思
議
に
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
ア
ニ

メ
「
千
と
千
尋

の
神
隠
し
」

の
主
題
歌

に
「
生
き
て

い
る
不
思
議
、
死
ん
で
ゆ

く
不
思
議
」
と

い
う
歌
詞
が
あ
る
が
、

私
は
そ
ん
な
不
思
議
を
噛
み
し
め
な
が

ら
こ
れ
か
ら
も
旅
を
楽
し
み
た

い
。

本
物
に
触
れ
る
時
間
を
求
め
て

所
沢
　
斎
藤
敏
男

定
年
退
職
後
一
年
間
、
再
任
用
校
長

と
し
て
所
沢
市
立
所
沢
中
学
校
で
勤
務

し
、
こ
の
四
月
よ
り
初
任
者
指
導
教
員

と
し
て
週
三
日
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。

先
日
、
拠
点
校
指
導
教
員
用
の
自
己

評
価
シ
ー
ト
を
記
入
し
ま
し
た
。

〒

教
科
等
に
関
す
る
研
修
、
Ｈ
学
級
経
営
・

生
徒
指
導
等
に
関
す
る
研
修
、
ｍ

基
礎

的
素
養
に
関
す
る
研
修
等
」
、
さ
ら
に
、

一
番
下

に
研
修
に
つ
い
て
書
く
欄
が
あ

り
、
校
長

の
時
と
は
違
っ
た
自
己
評
価

シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

休
み

が
多
く
な
っ
た
今
年
度
の
自
分

の
生
活
を
考
え
、

「
博
物
館
、
美
術
館

へ
年
間
十
回
以
上
訪
れ
、
本
物
の
持
つ

素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
、
見
識
を
高
め
る
。
」

と
研
修
欄
に
記
入
し
ま
し
た
。

休
み
を
有
意
義
に
過
ご
す
た
め
に
も

一
回
で
も
多
く
、
そ
し
て
、
ゆ
っ
く
り

と
本
物
に
触
れ
る
時
間
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

感
動
し
た
本

坂
戸
　
森
田
峯
好

先
日
素
晴
ら
し
い
本
に
出
会
っ
た
。

本
の
題
名
は

『
日
本
の
偉
人
物
語
』

子

ど
も
の
心
に
光
を
灯
す
と
い
う
副
題

が
つ
い
て
い
る
。
（
白
駒
妃
登
美
著

致
知
出
版
社
発
行
）

本
の
帯
に
五
年
生
女
子

の
文

が
載
っ

て

い
た
。

「
二
年
生

の
時
ち
ょ
っ
と
い
じ
め
ら
れ

て
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
り
し
て
、『
死
』

を
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も

白
駒
先
生
の
お
か
げ
で
今
を
生
き
よ
う
、

と
思
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
私
も
命
が
け
で
守
る
も
の
を
み
つ
け

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
」

車
井
義
雄

は
「
教
育
は
、
生
き
ざ
ま

で
あ
る
」

と
言
っ
て
い
る
。
日
本
の
歴

史
に
は
、
綺
羅
星
の
ご
と
く
偉
人
が
い

る
。
そ
の
生
き
ざ
ま
を
学
ぶ
こ
と
が
日

本
人
の
教
育
の
原
点
で
は
な
い
か
。

か
つ
て
私
か
現
場
で
し
て
き
た
こ
と

は
、
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
改

め
て
冷
や
汗
を
流
す
次
第
で
あ
る
。

押
し
花
ラ
イ
フ川

越
　
中
山
日
出
子

私
の
生
活
の
中
心
に
押
し
花
が
あ
る
。

作
品
作
り
よ
り
、
そ
の
花
を
育
て
集

め
押
し
て
い
る
過
程
が
、
心
癒
さ
れ
私

に
と
っ
て
の
一
番
好
き
な
時
間
で
あ
る
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
八
年
、

同
期
の
仲
間
で
花
の
採
集
、
作
品
展
へ

と
年
数
回
交
流
を
深
め
て
い
る
。
同
じ

趣
味
の
仲
間
な
の
で
年
齢
を
超
え
地
域

を
超
え
て
の
楽
し
い
時
間
で
あ
る
。

十
年
以
上
続
い
た
押
し
花
も
川
越
の

作
品
展
へ
の
参
加
、
近
所
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
の
展
示
、
多
く
の
旧
友
が
集
ま
り

又
交
流
が
深
ま
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
会
報
「
い
る
ま
」
前
号
に
作
品

を
掲
載
、
県
の
総
会
時
の
作
品
展
に
も

出
品
、
わ
が
師
の
お
陰
で
あ
る
。
や
は

り
指
導
者
は
大
事
で
あ
る
。

地
域
の
老
人
会
で
の
作
品
作
り
、
栞

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
役
立
て
て
い
る
。
今

後
も
花
の
あ
る
生
活
で
心
を
癒
し
交
流

を
深
め
生
活
を
豊
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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班

だ

よ

り

会
に
魅
力
を入

間
東
部
班
　
湊
　
貞
一

班
名
を
東
部
か
ら
入
間
東
部
に
変
更

し
た
。
入
間
の
東
部
に
あ
る
富
士
見
市
、

ふ
じ
み
野
市
、
三
芳
町
で
構
成
さ
れ
た

班
で
あ
る
。

今
年
度
は
、
名
誉
会
員
六
名
を
含
め

た
五
六
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に

は
、
若
い
会
員
の
参
加
が
第
一
で
あ
る
。

入
会
し
て
も
仕
事
を
続
け
て
い
て
大
変

だ
が
、
所
属
感
・
仲
間
意
識
の
高
揚
に

向
け
て
、
役
員
と
し
て
会
議
・
研
修
等

の
企
画
・
運
営
に
あ
た
っ
て
も
ら
っ
て作品展第１６回

い
る
。

今
年
度
の
重
点
は

「
会
報
」

の
発
行

と
、
研
修
旅
行
へ
の
多
く
の
会
員
の
参

加
を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

会
報

に
関
し
て
は
、
今
ま
で
「
ひ
ろ

ば
」

と
題
し
て
会
員
の
近
況
報
告

が
中

心
で
あ
っ
た
も
の
を
内
容
を
充
実
さ
せ

て
い
く
。

タ
イ
ト
ル
も
会
員
か
ら
募
る

計
画
で
あ
る
。

ま
た
、
研

修
旅
行
は
仕
事
に
就
い
て

い
て
も
参
加
し
易
い
も
の
と
な
る
土
・

日
曜
を
加
え

た
り
、
日
帰
り
か
泊
旅
行

か
の
検
討
を
加
え
た
り
し
て
企
画
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
他
、
会
の
主
な
活
動
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

・
作
品
展
（
十
一
月
）

「
彩
の
国
教
育
の
日
協
賛
」
と
し
て
実

施

し
、
今
年
度
は
十
七
回
目
の
開
催
と

な
る
。

・
俳
句
ク
ラ
ブ

月

一
回
「
「

ガ
キ
句
会
」

。
ま
た
吟
行

も
計
画

し
て
い
る
。

・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

年
二
回

の
プ
レ
ー
、
県
退
職
校
長
ふ
廠
ヤ

の
コ
ン
ペ
へ
の
参
加
で
あ
る
。

・
懇
親
会

（
年
三
回
）

四
月
の
新
会
員
歓
迎
懇
親
会
、
七
月
の

納
涼
会
、
十
二
月
の
忘
年
会
で
あ
る
。

何
は
と
も
あ
れ
毎
回
盛
り
上
が
る
こ
の

会
を
大
事
に
し
て
い
る
。

毎
日

が
青
春

―
。川

越
班
　
加
藤
健
二

川
越
市
退
職
校
長
会
で
は
、
「
毎
日

が
青
春
！・
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

も
と
各
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
十
四
名
も
の
新
入
会

員
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
も

活
気
に
満
ち
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

四
月
　
総
会

司
　
　

七
月
　
理
事
会

。
広
報
発
行

組
　
　

八
月
　
研
修
旅
行
実
行
委
員
会

丿恥
　
　

十
月
　
作
品
展
実
行
委
員
会

な
　
十
一
月
　
研
修
旅
行

け

十
二
月
　
広
報
発
行

三
月
　
作
品
展
・
理
事
会

研
修
旅
行
で
は
、
加
入
二
年
目
の
会

員
が
企
画
実
行
し
ま
す
。
日
帰
り
の
旅

で
す
が
、
目
的
地
に
実
際
に
赴
い
て
丁

寧
な
企
画
・
提
案
を
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
山
梨
県
の
兜
造
り
の
山

村
を
訪
ね
ま
し
た
。

「
ま
だ
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
『
兜
造

り
の
家
』
に
代
表
さ
れ
る
笛
吹
市
芦
川

町
に
到
着
。
山
間
の
道
を
ゆ
っ
く
り
と
、

そ
し
て
の
ん
び
り
と
歩
き
ま
し
た
。
こ

の
土
地
を
散
策
し
な
い
と
感
じ
と
れ
な

い
、
そ
の
歴
史
と
伝
統
を
誰
も
が
共
有

で
き
た
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
」

こ
れ
は
事
後
感
想
で
す
。

作
品
展
で
は
平
素
か
ら
の
取
り
組
み

の
発
表
の
場
に
、
ま
た
来
場
し
て
頂
け

芦川「兜造りの里」にて

る
皆
さ
ん
と
の
親
睦
と
交
流
の
場
に
と
、

加
入
五
年
目
の
会
員
が
実
行
委
員
と
し

て
加
わ
り
活
躍
頂
い
て
い
ま
す
。

会
場
は
川
越
市
中
央
図
書
館
、
広
い

会
場
に
作
品
を
す
べ
て
展
示
で
き
な
い

の
が
当
初
か
ら
の
課
題
で
す
。
そ
れ
で

も
「
い
い
で
す
ね
え
、
私
に
も
で
き
る

か
し
ら
？
」
　「
先
生
お
久
し
ぶ
り
、
お

元
気
で
何
よ
り
で
す
。
お
会
い
で
き
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
」
な
ど
の
声
が
、

会
場
に
訪
れ
る
皆
さ
ん
か
ら
聞
こ
え
て

き
ま
す
。

二
年
目
・
五
年
目
の
会
員
が
実
行
委

員
と
し
て
加
わ
る
こ
と
で
、
主
体
的
な

係
わ
り
が
増
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
全

会
員
一
四
〇
名
の
文
字
通
り
「
毎
日
が

青
春
！
」
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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地

域

の

人

た

ち

と

と

も

に

飯
能
　

大
津
　

修

「
今
日

は
、
い
い
汗

を
か
い
た
な
Ｉ
ビ

ー
ル
が
美
味
い
ぞ
」

「
も
う
歳
だ
な
！
身
体
が
動
か
な
い
」

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
た
人
た
ち

が
、
光

る
汗
を
ふ
き
な
が
ら
帰

っ
て
い

く
様
子
で
す
。

私
は
、
定
年
退
職
す

る
と
同
時
に
、

地
元
飯
能
の
加
治
体
育
協
会
の
役
員
に

温
か
く
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
現
職
の
と

き
も
、
社
会
教
育
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
等

に
関
わ
る
仕
事
も
し
て
い
た
の
で
、
特

に
抵
抗
な
く
地
域
の
人
た
ち
の
仲
間

に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

加
治
体
育
協
会
の
主
な
行
事
は
、

春
　

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
リ

ー
グ
戦

飯
能
新
緑
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

飯能新緑ツーデーマーチ接待所にて

夏
　
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
卓
球
、
ペ
タ
ン

ク
大
会
、
自
治
会
長
と
の
懇
談
会

秋
　
体
育
祭
、
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス

て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク

冬
　
奥
む
さ
し
駅
伝
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
加
治
一
周
駅
伝
大
会
等

各
行
事
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
何

回
も
の
会
議
を
重
ね
て
開
催
日
を
迎
え

ま
す
。
会
議
が
終
わ
る
と
、
誰
か
ら
と

も
な
く
「
一
杯
ど
う
だ
い
！
」
と
い
う

喜
ば
し
い
声
が
か
か
り
ま
す
。
会
議
で

疲
れ
て
い
た
顔
が
パ
ー
ツ
と
明
る
く
変

わ
り
ま
す
。
や
は
り
、
一
緒
に
な
っ
て

取
り
組
ん
だ
仲
間
は
、
美
味
し
い
お
酒

な
ど
を
通
し
て
、
大
と
大
と
の
関
わ
り

が
強
く
な
り
、
結
び
付
き
も
深
ま
り
ま

す
。
そ
し
て
、
地
域
の
大
き
な
力
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
マ
ン

ー

パ
ワ
ー
」
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
役
員

と
な
り
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

近
頃
、
子
ど
も
た
ち
の
命
に
関
わ
る

危
機
管
理
が
報
道
さ
れ
る
と
、
そ
こ
の

「
地
域
力
」
が
問
わ
れ
ま
す
。
身
近
な

地
域
交
流
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通

し
て
、
大
と
大
と
の
交
流
が
深
ま
り
、

風
通
し
の
よ
い
安
全
・
安
心
な
地
域
で

あ
れ
ば
、
体
協
も
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ

て
く
る
こ
と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
が
自
分
の
生
き
が
い
か
」
と
問

わ
れ
る
と
恥
ず
か
し
い
思
い
で
す
。
で

も
、
自
分
な
り
に
何
か
目
的
を
も
っ
て
、

人
の
た
め
、
地
域
の
た
め
に
少
し
で
も

役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域
の

大
だ
ち
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

生

き

が

い

に

つ

い
て

所

沢
　

深
田

登
志

子

先
日
、
雑
談
の
中
で
出
た
話
だ
が
、

『
歳
を
と
っ
た
ら
、
四
Ｋ
が
大
切
だ
』

と
言
う
。
四
Ｋ
と
は
、
①
恋
心
を
忘
れ

な
い
②
こ
が
ね
（
黄
金
？
小
金
？
）
を

持
つ
③
小
綺
麗
に
し
て

い
る
④
興
味
や

関
心
を
持
つ
・
・
・
こ
と
だ
と
言
う
。

俗

っ
ぽ
い
が
、
妙
に
説
得
力

が
あ
る
。

現
在
、
九
七
歳
の
義
母
と
同
居
を
し

て

い
る
。
子
育
て
時
に
は
、
私
の
代
わ

り
に
我
が
家
の
子

ど
も
達
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
行

事
に
も
参
加
し
、
球
技
大
会
な
ど
で
活

躍
し
た
義
母
で
あ
る
。
運
動
神
経
抜
群

な
の
で
今
も
体
は
丈
夫
だ
が
、
残
念
な

が
ら
認
知
症

が
進
ん
で
い
る
。
食

べ
た

こ
と
も
直
ぐ
に
忘
れ
、
生
家
の
こ
と
は

思
い
出
す

が
、
人
生
の
大
半
を
過
ご
し

た
婚
家

（
深
田
家
）
の
こ
と
は
思

い
出

さ
な
い
。
私
と
二
人
で
何
度
か
（

ワ
イ孫や曾孫に囲まれた義母

に

行

っ

た

が

、

全

く

覚

え

て

い

な

い

。

私

た

ち

夫

婦

と

三

人

で

行

っ

た

沖

縄

や

上

海

の

こ

と

も

覚

え

て

い

な

い

。

瀬

戸

内

寂

聴

は

、

義

母

と

同

年

だ

が

、

今

も

恋

愛

小

説

を

書

き

、

四

Ｋ

全

て

を

備

え

、

生

き

生

き

と

し

て

い

る

。

脚

本

家

の

橋

田

寿

賀

子

は

、

九

四

歳

。

自

転

車

こ

ぎ

や

バ

ラ

ン

ス

ボ

ー

ル

を

し

、

毎

日

一

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

を

泳

ぐ

と

い

う

。

こ

の

違

い

は

、

一

体

ど

こ

か

ら

来

る

の

だ

ろ

う

か

？

そ

ん

な

こ

と

か

ら

、

私

の

専

ら

の

関

心

ご

と

は

、

「

今

後

い

か

に

年

齢

を

重

ね

る

か

」

で

あ

る

。

何

時

ま

で

も

自

分

の

こ

と

を

し

っ

か

り

認

識

し

、

自

分

の

足

で

歩

き

た

い

。

先

の

四

Ｋ

を

備

え

て

、

人

生

を

最

後

ま

で

楽

し

み

た

い

。

今

、

夫

婦

で

努

力

し

て

い

る

こ

と

は

、

①

体

力

維

持

の

為

の

ジ

ム

通

い

②

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

や

登

山

目

的

で

、

月

二

回

程

度

の

国

内

旅

行

（
先

日

熱

海

に

行

っ

た

つ

い

で

に

、

橋

田

寿

賀

子

邸

ま

で

、

足

を

伸

ば

し

て

み

た

）

③

バ

ラ

ン

ス

の

良

い

食

生

活

等

々

で

あ

る

。

自

宅

の

庭

の

手

入

れ

や

、

空

き

家

に

な

っ

て

い

る

秩

父

の

家

の

庭

木

の

伐

採

、

草

刈

等

も

一

苦

労

で

は

あ

る

が

、

ボ

ケ

防

止

と

割

り

切

っ

て

、

夫

と

共

に

励

ん

で

い

る

。

現

在

の

私

の

生

き

が

い

は

、

「

健

康

＠
　・
　
一
　
・
　
φ
　一

で

楽

し

く

歳

を

重

ね

、

ピ

ン

ピ

ン

コ

ロ

リ

を

目

標

と

し

た

日

々

の

努

力

」

と

で

も

言

え

る

だ

ろ

う

か

。
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ご

営
門

夏
三
題

日
高

（
武

志
）

横

田

拾

翠

池
の
縁
芭
蕉
待
ち
ゐ
る
雨
蛙

瑠
璃
晰
賜
尻
尾
預
け
て
隠
れ
け
り

ギ
ヤ
マ
ン
に
灘
の
生
一
本
冷
奴

大
　
標

狭

山

あ
お
ば

ず

く

青

葉

木

菟

八

百

年

の

大

棒

橋
本
荘

一

淋
し
さ
と
楽
し
さ
同
居
ビ
ー
ル
飲
む

風
鈴
の
心
地
良
き
音
や
奥
座
敷

春

飯
能
　
山
下
利
明

教
え
子
の
出
世
を
祝
ふ
初
桜

肴
に
と
手
折
る
春
菜
の
匂
ひ
か
な

早
く
来
よ
親
燕
待
つ
巣
の
騒
ぎ

Ｉ

！

－

－

－

－

甦
　

生

狭
山
　
牧

行
者
道
み
そ
萩
手
向
く
道
祖
神

解
き
た
る
脚
絆
の
紐
や
星
流
る

我
も
ぞ
と
僧
堂
に
坐
す
兜
虫

①
芒

ノ
　
　
事
務
局
だ
よ
り

（
憲

昭

）

鋒

澄

老
　

い

越
生
　
比
留
間
英
雄

憧
れ
の
女
優
も
老
い
果
て
テ
レ
ビ
消
す

他
人
の
老
い
哀
れ
と
見
る
な
我
も
喜
寿

老
い
の
坂
越
え
た
向
こ
う
に
何
見
ゆ
る

日

常

か

ら

狭
山
　
坂
野
文
子

減
る
貯
金
増
え
る
は
不
安
と
年
の
数

株
投
資
働
け
年
寄
り
は
自
助
の
た
め

長
生
き
を
喜
べ
る
国
が
遠
く
な
り

－ 皿 ㎜

幹
事
長
　
柳
　
柴
治

▼
令
和
元
年
六
月
七
日
、
第
五
五
回
埼

玉
県
退
職
校
長
会
定
期
総
会
は
入
間
支

部
が
担
当
し
て
、
「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
オ
ー
ル
入
間
」
の
方
針

の
下
、
各
班
が
分
掌
を
分
担
し
、
会
議

を
重
ね
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
お

陰
様
で
盛
会
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
、
各

班
実
施
委
員
の
多
大
な
る
ご
尽
力
と
真

摯
な
取
り
組
み
の
賜
物
と
、
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
総
会
で
は
、
三
好
勝
氏
指
揮
、
志
水

美
枝
子
氏
伴
奏
に
よ
る
国
歌
、
県
歌
の

斉
唱
。
議
長
に
小
峯
昌
一
氏
、
井
上
尭

氏
を
選
出
し
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
尚
美
学
園
大

学
女
子
学
生
に
よ
る
「
フ
ル
ー
ト
四
重

奏
」
。
懐
か
し
い
童
謡
の
数
々
が
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。

▼
講
演
会
は
、
松
尾
鉄
城
先
生
に
よ
る

「
明
治
維
新
期
の
歴
史
と
川
越
・
喜
多

院
」
の
演
題
で
、
明
治
維
新
期
の
川
越

地
方
に
関
わ
り
、
気
に
な
る
歴
史
事
象

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
美
術
展
に
は
、
入
間
支
部
会
員
十
四

名
の
多
才
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
懇
親
会
で
は
、
多
数
の
参
加
者
を
得

て
和
や
か
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
に
な
っ
て
の
初
会
報

「
第
三
四

号
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
で

は
長
く
編
集
に
携
わ
れ

た
鈴
木
文
治
副
会
長
の
ご
逝
去
に
伴
い

委
員
が
一
部
交
代
と
な
り
ま
し
た
。
鈴

木
副
会
長
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
す
る

と
共
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
委
員
は
左
記
の
通
り
で
す
。

広
報
担
当
副
会
長
　

比
留
間
英
雄

部
長

・
東
部
担
当
　

熊
本
美
智
子

南
部
担
当
　

久
田
　

紘
治

北
部
担
当
　

石
井
　

秀
明

西
部
担
当
　

土
屋
　

礼
子

（
土
屋
）

入

間

地

区

退

職

校

長

会

会

報

発
　
行
　
令
和
元
年
九
月
一
日

発
行
者
　
会
長
　
井
上
　
清

発
行
所
　
川
越
市
並
木
新
町
一
〇
－

二
○

印
刷
所

井上会長（中央）を囲んで

川
越
印
刷
㈱
h
0
4
9－
2
2
2
－
－

１
４
４
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